
別添様式２

（都道府県名：北海道）
１．増頭羽数等の効果

事業
実施年度

事業
実施数
ア

評価対象外
事業数
イ

評価対象
事業数
ア－イ

目標の
平均達成率

評価対象事
業のうち、都
道府県が事
業実施主体
へ改善指導を
必要とした事
業数

地方農政局
等から都道府
県計画の改
善指導の必
要の有無

都道府県による総合所見 地方農政局等による総合所見

平成29年度 16 0 16 346.4% 3 無

全道平均で目標を達成してい
る。
目標未達の取組主体では、そ
れぞれの課題に応じて飼養
管理の改善や家畜伝染病防
止等の対策が行われている
ことから、令和２年度にはす
べての取組主体で目標を達
成する見込みである。
北海道としては、これらの対
策を確実に実施するよう引き
続き指導する。

目標の平均達成率は346.4%
であり、目標は達成されてい
るが、令和２年度には達成が
見込まれている３事業につい
ては、①感染症対策の徹底、
②施設等を利用する生産者
に当初計画どおりに経営規模
を拡大し、早期に体質強化に
務めるよう、事業実施主体に
対して北海道からの指導を依
頼する。

２．収益性の向上効果

事業
実施年度

事業
実施数
ア

評価対象外
事業数
イ

評価対象
事業数
ア－イ

目標の
平均達成率

評価対象事
業のうち、都
道府県が事
業実施主体
へ改善指導を
必要とした事
業数

地方農政局
等から都道府
県計画の改
善指導の必
要の有無

都道府県による総合所見 地方農政局等による総合所見

平成27年度 39 37 2

平成29年度 75 74 1

畜産・酪農収益力強化整備等特別対策事業（施設整備事業）の評価結果

78.7% 1 有

取組主体3件のうち、2件で目
標を達成したが、残り１件が
大幅な未達となっている。
当該取組主体における未達
の要因は、飼料販売単価の
値下げであることから、
本道としては、飼料単価の見
直しを指導するとともに、粗飼
料の安定確保のための草地
更新など経営安定に向けた
提案を継続する。

目標の平均達成率が78.7％
と、９割に満たなかったため、
道に対して、TMRセンターが
良質な混合飼料を安定供給
に資するため、持続的な生産
が可能な価格設定を行うなど
事業実施主体に対しての指
導を求めるとともに、改善状
況の報告を依頼する。


